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環境汚染物質

微小粒子状物質（PM2.5（粒子径が概ね2.5μm
以下のもの））等、大気汚染、土壌汚染、水質
汚濁等を引き起こす環境汚染物質の構造を計
測分析する技術・機器・システムを開発。

＜バイオ蛍光法によるアスベスト自動計測
ソフトウェア開発＞

確認困難な箇所等における非破壊の検査、
モニタリングに貢献するため、センサ技術等、
効果的、効率的に構造物の劣化・損傷等を
点検・診断・評価する先端的な計測分析技
術・機器・システムを開発。

アスベストに特異的に結合するタンパク質を
利用し、フィルター上のアスベストを蛍光顕微
鏡で簡便かつ高感度にとら
える装置を開発。2013年大
気汚染防止法が改定され、
簡易迅速検査法として利用
されることが期待される。

要素委

太陽光発電、蓄電池、燃料電池

太陽光発電、蓄電池、燃料電池の飛躍的な性能
向上と低コスト化を目指した優れた研究開発成果
創出を図る上でボトルネックとなっている計測分析
技術・機器・システムを開発。

＜燃料電池内３次元反応分布可視化装置＞
発電中の燃料電池の膜に、必要個数のマイクロ
サイズの検出器を挿入し、平面及び深さ方向の
物理量・化学量を高時間（ミリ秒）・空間（マイクロ
メートル）分解能で測定すること
が可能な装置を開発。また、
シミュレーション技術を用いて、
電池内の反応分布を３次元的に
明らかにすることが可能。

環境問題解決領域における先端計測分析技術・機器の戦略的開発のための推進体制

対話・連携

WS等開催

・ユーザー（自治体、インフラ
点検企業、研究室等）

・関係府省（経済産業省、
国土交通省、環境省） 等

毎時１平方メートルを読み取る、超高速原子
核乾板（荷電粒子の飛跡を観測する乾板）
の読み取り技術を開発。
宇宙線を用いて大型構
造物を高速に透視する
ことが可能。

＜大型構造物を高速に透視するための
原子核乾板要素技術＞

構造物の劣化・損傷

開発課題例開発課題例開発課題例

※平成24年度からの
継続分野

※平成26年度からの
新規分野

※戦略的イノベーション創造プログラム

「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」で
実施予定分野

環境問題解決領域

戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）の状況について

６

先端計測分析技術・機器開発プログラムが、
インフラ維持管理・更新・マネジメント技術の研究開発（藤野ＰＤ）で採択された場合は、
環境問題解決領域（旧グリーンイノベーション領域）にて実施。


